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「すけるよt髪の量に自信があるんだね」とカメラマンが言っ
た。髪の心配なんてしたことないという顔した天野。失敬/
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【天野滋 Fan Club発 足のお知らせ】

NSPの時は、色々と応l浸 して下さってありがとうござい
ました.=
さて、NSP解散後 作詞・作山:活動がメインだった彼で
すが、今年からソロ活動に入リアルバム制作・ コンサート
活動とガンガンがんばって行く事が決定致しました.サウ
ント的にも、昔のNSPに近いよリアコースティックな感
じになります。新しい彼の一面を見せてくれる事と思いま
す.尚、新オフィス・ ファンクラブ共今後SWAT内 とな
りますので、彼について解らない事があればいつてもTE
L下さい.貴方も、天野滋のファンクラプを通して一緒に
応援してみませんか?!
P.S. ベースの平賀君は、キャニオンレコートの花の
ディレクターとして元気にlf出発しました.

(特典》
1.会員証の発行
2.会報。コンサート情報
3.会員のみ各種イベント企画
4.チケット優先予約
などなど他にも楽しい企画を考えております.

《入会方法》
入会金 ¥500 年会費 ¥2500 合計¥3000
を現金書留にて下記住所まで御郵送下さい. く住所 氏
名 年令 TEL番 号を必ず明記して下さい。また、御要
望もどしどし送って下さい.>
*会報作りを手伝って下さるSTAFFも 募集しています。
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「逆光で写真、撮りましごうよ。カッコよく」と天野が言った。

スワット内 天野滋FC係まで.
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特
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ロ
ツ
ク
、
ボ

ッ
プ
ス
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フ

　

一　
　

月
４
は
ョ
ー
ロ
ツ
パ
系
の
ポ

ツ

ァ
ン
に
と

っ
て
は
、
ア
ー
テ
イ
ス
　
　
一
　

プ
ス
な
ど
を
中
心
に
選
る
。
Ｏ
Ｊ

卜
特
負
な
ど
を
２
時
間
た
つ
ぶ
り

　

一
　

は
浅
丼
葵
〓
．
火

・
水
曜
は
ア
メ

と
オ
ン

・
エ
ア
し
て
く
れ
た

【午

　

一
　

リ
カ
の
ボ

ツ
プ
ス
．
ロ
ツ
ク
を
．

後
の
サ
ウ
ン
ド
】
が
こ
の
１
月
の

　

一
　

Ｄ
Ｊ
は
火
昭
が
天
野
注
、
水
曜
が

暑
岨
改
襲
で
な
く
な
っ
て
し
ま
つ
　
　
一
　

山
本
さ
ゆ
り
．
木
曜
日
は
こ
の
と

た
の
は
減
念
な
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
　
　
¨
　

一
一ろ
特
に
注
目
を
集
め
て
い
る
ラ

そ
の

【午
後
の
サ
ワ
ン
ド
】
の
代

　

一
　

・７
ノ
‥
ヽヽ
ュ
ー
ジ
ツ
ク
．
Ｄ
Ｊ
は

わ
り
と
い
っ
た
形
で
登
場
す
る
の
　

一
　

竹
村
渾
。
そ
し
て
金
曜
は
、
映
画

が
こ
の
番
組
だ
。　
　
　
　
　
　
　
　
¨
　

音
楽
や
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
な

【午
こ
の
～
】
の
方
は
Ｄ
Ｊ
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
に
よ
り
、
だ
い

た
い
暉
日
に
よ
り
そ
の
オ
ン

・
エ

ア
さ
れ
る
自
の
ジ
ャ
ン
ル
が
決
〓

っ
て
い
た
が
、
４
月
か
ら
の
こ
の

暑
租
で
も
、
曜
日
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
内
容
が
決
定
し
て
い
る
。

ロ
ー
ド
」
の
青
楽
担
当
に
無
名
の

も
い
つ
の
日
か
”
婢
台
で
活
服
し

新
人
「セ
ン
ス
ｂ

起
用
さ
れ
た
．
。た
い
、
と
思

っ
て
い
た
．
や
っ
と

ス
．
」

ま
し
た
」
と

る
．
若
い
男

ど
を
中
心
に
損
或
．
Ｄ
Ｊ
は
宮
本

電
―
週
間
を
通
し
て
、
以
前
の
【午

後
の
～
】
よ
り
は
、
少
し
年
齢
層

の
高
い
３０
～
“
代
の
、
特
に
女
性

を
対
象
に
し
て
い
て
、
比
較
的
な

つ
か
し
め
の
ボ

ツ
プ

ス
を
中
心
と

し
た
ソ
フ
ト
な
内
容
に
な
る
よ
う

だ
が
、
リ
ス
ナ
ー
と
し
て
は
単
な

る
午
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｍ
的
な
プ

ロ
グ
ラ

ム
で
は
な
く
、
ア
ー
テ
イ
ス
ト
特

員
な
ど
も
ど
ん
ど
ん
や
つ
て
欲
し

方
が
び

っ
ぐ
り
．
「
東
京

。
世
Ш
谷

に
住
ん
で
ま
す
」
と

あ
わ
て
て
と

り

つ
く

ろ

っ
た

。
潔

油

は

「
岡

秘

（
せ
い
）
し
て
い
る
こ
と
も
Ｖ
実

で

す
し
、
お

互
い
に
餃
出

の
パ
ー
ト

ナ
ー
と
思

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

正
式
に
鮨
”

し
ま
丁
」
と

ホ
ホ
を

紅
潮

さ
せ
た
パ
今
中
記
者

）
．

◆
〓
・名
作

・
腱
の
シ
ル
ク

ロ
ー

ド
は
青
楽

・
喜
多
郎

。
な

つ
か
し

い
躙
ぺ
が
耳
に
残

っ
て
い
ま

す
。

社

ト
カ

ゥ
ブ

ル
、
．大
先
躍
に
挑
戦

し
て
下
さ
い
．

NHK特 集「洒のシル
クロード」の番組内の
金音楽を担当する新鋭｀
センス
″
のフフースト

・アルバム。このセン
スはオーディションで
選ばれた2人組で、饉
大なつ餞細なサウンド
を聴ガせて<れます。
「通神」

rアンフォラ」
「南十子星」他全13曲。
C D132F D7004
.¥31200
,CT:"F C 700+
:ヒ P128 F B7004
・¥2,800

GO― BANG'S/ブーバニックランド
5/21 CA D32A 363 Y3.200(キ キ典ボスター )

ダま上十i■言基群
:た
金ュ漁1卜(各Ir

(《ゆう〔゙ 1こツ で1ごし′ヾシ榮晨聰でk｀ 一
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ド
ナ
リ
ス
ク

① 森 若 書 は (vo)・ 63年 12月 日 日 北 海 道/谷 島 美 砂
(b)・ 63年 7月 26日  北 海 道/斉 藤 光子 (ds)'64年 1月
6日  北:●迪②カセット「プリマドンナはお好き?」
(88年 1月 )③キャニオン⑤ PCM 〒160東京都新
宿区新宿 l-24-7ル ネ御苑プラザ7Ю●03-350-4512①
スイッチ・レーベルより「ハッスル・バンバン」「プリ
マドンナはお好さ ?」 の 2枚のミニ LPを リリースし,
インディーズ・シーンにおいて西〆、ドル的存在に。 4
月 21日 シ ングル rざ まあ カ ンカ ン娘」、  キ ャニ オ ン
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僕
の
ま
わ
り
に
は
野
球
と
い
う
と
巨
人

フ
ァ
ン
が
多

い
の
で
、
た
わ

い
も
な
く
反

発
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
．
巨
人
の
ど
こ

が
気
に
入
ら
な

い
の
か
と
間
か
れ
た
場
合
、

と
に
か
く
人
気
が
あ

っ
て
強

い
か
ら
だ
、

と
居
直

っ
て
答
え
る
の
で
あ
る
。

と
は

い
っ
て
も
、
巨
人
戦
の
な
い
日
は

今

一
つ
テ
レ
ビ
野
球
に
身
が
入
ら
な

い
。

巨
人
に
は
あ
り

っ
た
け
の
力
を
振
り
絞

っ

て
戦

っ
て
い
た
だ
き
、
惨
め
に
負
け
て
欲

し
い
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
だ
。
そ

う
い
う
こ
と
で
僕
は
夏
場
の
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

巨
人
軍
ル
ー
キ
ー
の
原
の
人
気
が
異
常

に
す
ご

い
。
ま
あ
、
カ
ッ
コ
イ
イ
け
ど
ね
、

長
島
み
た

い
で
‥
‥
。
僕
は
阪
神
の
フ
ァ

ン
な
の
で
あ
る
が
、
あ
の
大
好
き
な
岡
田

だ

っ
て
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
と
き
ば
か
り
じ

ゃ
な
く
、
チ
ヤ
ン
ス
に
ヒ
ッ
ト
が
出
な
か

っ
た
り
、
大
き
な

エ
ラ
ー
も
す
る
。

そ
ん
な
と
き
、

「あ
あ
彼
も
人
間
な
ん
だ

な
」
と
納
得
し
つ
つ
、
あ
の
人
間
味
あ
ふ

れ
る
エ
ラ
ー
が
魅
力
な
ん
だ
と
確
信
す
る

の
で
あ
る
。

徽
螂̈卿鏃

華

軸̈
燎嘴け唯ａ嘲狙嚇榔いいい一一に̈

ｎ
〕
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
光

っ
て
い
る
に

一̈‐こ愛‐ま］選人ょっ一̈一「一̈̈
］時一̈̈
一

＋

力
が
も
ち
ろ
ん
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ

れ
で
認
め
て
あ
げ
よ
う
。
し
か
し
他
球
団

も
同
じ
く
ら

い
、
ま
た
は
巨
人
以
Ｌ
の
努

、
　
力
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．

ま
た
、
有
名
な
選
手
で
も
、
才
能
と
カ

ン
に
た
よ

っ
て
い
る
の
か
と
思

っ
た
ら
、

見
え
な
い
と
こ
ろ
で
人

．
倍
の
努
力
を
し

て
い
る
ん
だ
、
と
い
う
話
し
を
よ
く
聞
く
、

あ
の
王
さ
ん
だ

っ
て
、
長
島
さ
ん
よ
り
人

気
が
上
が
ら
な
か

っ
た
こ
と
で
、
ま
す
ま

す
努
力
し
、
人
記
録
を
生
ん
だ
の
だ
と
か
・

野
球
の
場
合
は
勝
負
の
世
界
だ
か
ら
で

あ
ろ
う
か
、
弱
い
も
の
は
惨
め
な
だ
け
て

い
い
こ
こ
ろ
が
な

い
の
で
あ
る
．
が
、
そ

ん
な
陰
の
努
力
の
こ
と
を
、
甲
子
関
の
，

選
を
か
な
り
む
き
に
な

っ
て
応
援
し
な
が

ら
、
あ
ら
た
め
て
思
い
起
こ
す
の
で
あ
る

|
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@NS P. Fhor-\,(9t n(t 

^?-?.(^t.T(f,'RhNI

0.汽nttQパッt―ザにボ遅軒下ざtヽほ。
群iおぃに、こ員tち 1大ピ升oは [ミた気、たヽ 。体童ド今年に入ス3に、41はくなデ【ルシしン

11姜 )Rへo77-ストセイ:|ン可:ミムか汽ノロFlミ偲0た中ホ寺
"フ

Y∩れ
^てい

“

tO｀ n■ビk.出礎n市 10、イキャt,壽 10■1ぜボヒ十ユnヽ ヒ
いう、ほヒにて

:贔
tボ Nl壽 10■ 主ヽイど老nttQlミ tムてき0き喪ヽ だか

・0+コ n=で。′1沖loホ・化にりi

F
轡tヽだったわ―ャス喜ぃ,■0に。粂ヽ0報ヽヽlよ tヽつし
1ヽた喪らホスしまtlま uk。 ヌ、ぃっぅくRヒ 3人でい00事n
礫ビ昴、未Aにィスれ下さtl.

・Sr7ぷ1や鮮
いu唸。α吹域→

モ気吹試 nヽ ?ュ江導絡 は 1ヽぼ ヤヾ砥こ瞑鶏 。ヌ、バ
4お←下さt・ヽ
奮   ヽヘ
沢責璃λです|ヽ ?近く!ミ(主にでる。1(十 o十崎食たミしにネ。

』

曰
´
．

ｌ
ｌ
ゴ

ぷⅧ 撫辮淑ま凛黙路だ長
1蝋tttι黒1!驚津軍慕 l寧]柑

lδ墨

I S   i生
: バ型 れ軍鋼■tヽ

0/

喩 ‖1県`―

業理日ヽ1へξ黒零ギも理へ門.
含社ミ(?〕 |                

■ンヤート"t開、《 、tttt
|

旧認曾潮「賞乳 淑しい。柔ヘド食t、 lマイ〒t十は1ヽ ■`ら。

で古.π t、ぃはl}り■日はヽ詢|ょtttnヾ 。朱4t7+9ntれに1ヾガ鰊」ヒ静{臥Ъこ
ぃ r lNてくな貿科亀 l■llヽ 。今tt六 是1卜 13ゾ■ 卜食■ ■

1パ
きいした 11ですネ。     

°

dtu#r.tqHe.@-AEr*?
訊tゝ。S    生。0型

,2.於住ktヽ、ぜモ忠業は?
れ集lll県 eA倉ホ、十スし
,3. `颯らのここが準年十/

' *ro'tof €fu q r.it \-c' fl +ftut t*.t1 v-s p t;1.1 itrs1

'仁 MY ttvo西 te Soh■ (3est lの

きよヽ 十λヽ・雨は

“"宙
ホcu Lゆらや1+・ホt憮。ィミ艶・線な花K・ ′叶′象・ヽ 村ィ7'雪

ぃぅ1′ イヾ。Raih・ FLY TO‐E MOoN(ERヽ II 10ぬ遥晏υせました)
)5.イ配らヒ0(Dよぐ11逢 1ヽ

中3Q辞、ラジ芹‖ら間二えた'.さようほら"にキrン Vとくなも∩1ヾ aス
。でも'ネピ

け
t開 ぃta寺、1二れ !口じ人|ヾ取 屎 へ 1ヽにご゙ 状 lぃ・`

1lξlll,Iζ諄食ミ ,iこlI:Fぶ黛 .°

ハlヒβl米^
レ6.■弓ヒ∩①3●へ祇1lG丘 とヽ・槌ぃ出etc)       .

又、)色より|ミ来スよヽ 一。

1曝響::串[署当 ll■蜜勝誦幣粽
wa恥誉ttF専 [↑1馳|ま 1雪i漱殺

ィタ
r;し
て1・
~燕
::二114ごチ贔楽賢色[ピ]蹴崎彗午ii,111



O rhiafuc"lt 3oitno$eqrtoet,Ltio r--6.11r
あらギ、こ だ0らく、落■0白ヒ曰■マ遇ざし沢した。ま一、ミ太て1
zolt Lri\t3 r)tl t R\L. \\ til ) s ffiL- 1'"1-."

ヒlミ ハヽ最近は 沢Rrutttak由 ミ入しまィ【らも『01寺ちム_ヒィし県住′kヒましジに|ヘ
Rtttはぃ十ょス_ヒ亀承ま六o

なにしいfに 色倫RI・色哺kず心 ′卜した 1ヾ―入→ 午 キ″年 十壁ミに1,ここ遠瞑 tらっ
ミ試古が、キョ■で午キ|て%市lt x六【もらス.午―キQきにも よさ朴本人が｀注たし
スいミヒはRね fス●.t■ltし bヽなたο RIょ てヽヽ、喝てぃ、t■titBキ tょ 120オヒ
tヽ 気ヽ令tヽ汽ス早ご11しました。3毎出∩8・ D∩ミヒく`。
ハ、電本キ1年生oOキ、未ヽ 0身長o4^畔 く人干多」 牛tRい lポるヒー熱電lミ Rtinnヽ
箋奉こいh t¬tせ 卜ヽtttk時は1)よくしηヽた。
B・ Dヒ NSPIょ いπ ●ホ資い .ヽ牛キに颯いて嗜。申囃R氣ぃ。

1・91識箱R蝋冨暉
1ヽヽ 製へ根 .
t4r1' h.F trofrt t *rfi*ti t$tAA-<.
ローnt11゛ 1ヽ 1て  、色哺らしくプ n略興″
に一 、十八ll.

む1テ際轟TttI諾翻武liこ
tt fだ >卜し■く十d｀ o
今鰍ょ、御平↑いヽ 1ぺ体温言わt■だントさなほ.k亀ビ1ビ、ぜlЦド⌒モ。
た一、やntポし ほ‖。せぃぜヽ、、1゛ニス我にはF′↓ス→1-ド。≒>由レ¬イト,31■thda b,“ ORの芭キn
十1レシスい常k買口tЪへた古ら暉ヽ 寺 書Rtヽまくみ■ヒlミ瞑いろ

^tl.ネ
に1ヽィセしぃは。(喘スン`の

レ   ●村(■しく

い
鋼
　

　

■

郎

Ｒ

界

（
Ｘ
人
　
・早

”
■

バ
栞
人

口
中

○
炎

ユ
ロ

S 3 o'etA-(".ffi r 11t \-tt 5
a+(.rFl.Y- r,lo+ltrj-
Pat'lt, 

U.t r-v- r t" L xa trt'*d

↓ヽごご:J

3・ 0は彙はいに退ぜしましヽ Aヽ ?

ど■籠tttf山鮮贅「llザぼピ:ポ

側Ⅷ :蝋おtt:

■ 辱捕」  ,

主11へ早卜に出ら六伝 1ヽ谷贄試不うたいヽ 告βttфオじぃだヽ 1+1ミしス
‐、尚廿ギn

rrl-r r<"3at E t t*tr r'o ur (? ) $ir Fq " €i Rn +f 
" 
f €ti o ;t rr il,it,( th. :o

間 は、1むOA当 にオデ■31ド
゛
たにこポちくるし 。その工1'te乍曰いヽ 熱電じで,

gt,i.ur rt'{, ftiirt f,t } r-tirqrr iTtr. ;q<1:'y.2, tt, to lf,l{t'-t
:5<.,!+lr"'f r \iur \i.i{S0;tit.
=ら
、う話t瞑 1ヽζヒ■書|ヽ 駄 択、tO・収るホー 匈択吉ヽ にだ。未け拓崎 生

日寺4ヾ計Rく コン■―卜箱蔵たり、過っn｀ 1+嗜人nヽ 瞑 畔tぃ lt人で 、み供ti■っ

≧野mt■群靭せλ
=よ
〔ょ‖寺も..まさd■ほ

,スタ〒く色合響Чもいでム 。

、二i膚:∫]|{lli「I鱚 1111星見ギビ蝸7レし+t

酬:緊綿 籠鼻潔∬コ1榔鼎IR黙[「
茉ntO o

ll氣:EAT:二帆語総 ふ乱ギ懺電1認撫輪
ス
い
、一ハで 7ユちゃス t亀いで奮。角分、平暉什ンだヒ艇 rヽ輌

「
古ボ 、ビヽ でしめ ?1

へQに hQホじレ tゴも1こば 、邑QモatlttCtRI｀.1ミ リ ね1｀ら十『」,7t_4t
今|ミな摂ね1｀ったりは 。計二ちぃに″

^Rシ
1ヽがわヽヽくス(嗅∝ス。

3人装もいし 、元気ηン0ホちいにい0キ∩写草十ンテ{Dr_ぬ tl寺出ちいらら1

群―に十よ毎ヒπイ〒くokた。天里19ン 1゛
｀
rt° raくはな∩ta寺悶Q悶晨取

dL,T9trn',o UJoiLo
:o\Ehgt$F.qrti*.(1-1 .
iqo-fitry1-dfl{1- €,tofg

4rtr \1r tt;.t\+troiT t*.8 r

よる。た―o■030哺 aたヽヽ十笙ギ1=りがTVl民くつtくいるヽちlマ 9ヽ∩
(■t… 十ンテt｀■πるP●Rlミ PIR認 しヽ n゙口 }ヽみOXキ oヽ
案吉ポト、ぬQヽ お゙ぃ、ヽ今ちホン0午ョット気tη lスヘば田町急に総|ぜね。
t、つt乗皇lηヵ体t隠、く、ヽ ン′モ、tヽ」 ヒ色e業足瞑 t、なび耐ln喝
t出来入tだ、や.1い,自分ぃも終nキキス モ、ット:告瞑なしいでヽ■ォトー。
PI_1ジ
十イトロi喘嗅しい。(余Цは当8キ 1よ闊 ltはくπ、幕

^1｀

ちホセットttり【

全部門孤帳ぃ。)
irr:..:1:f.卜 .・ ::・ Jレ   ‐ Qヽ革し く :)f:・ :・■1・・∫・

ビょ一。

′6●



呵
ま
戦
絆
資̈
河
攣
垣
琳
誠
中唇
呻誠
尋
覆

ご
帆
ヽ
三
十
ヽ
い
。

Ｎ

Ｓ

Ｐ

ぬ
嗜
二

拙
ド
×
ｌ

「
ゆ

ヽ

ミ
い

」
ザ

ａ

く
９

Ｅ

ｌ

・
一
くヽ

さ

ど

計
に
し

■
い
ζ

ｑ

で
、
煮ヽ
゛
ｎ
ｔ
頭
張
、ス
ト
さ
い
ヽ
。
）
▼
　
　
　
　
・
　
叩
圭
ヘヤ
ン

お

課

ゴ

Ｎ

「
腱

賛

輝

撻

澪

牌

疑

許

丸

今

写

は
無
い
↓品
崚

キ

世
へい

０
け

年

間
が

て
ヽ

な

る

い
？

Ｑ
閣

題

（

生
ｔ

古
ご

た

墜

こ

ｔ
総
嘔

ぃし
ス
（
５
■

い
ｏ
決

二

ヶ
ｎ
ｔ
市

ネ
ば

結

果

が
　
、
に（
辞
ち
で
叶
性
ｍ・ス
い
１
０
「日
一ヽ
ハ
嗜
ヽ
■
。■
ち
ら
は
ｔ
ｎ
‘
牢
ヾ
Ц

罫
静

諾

Ｎ

れ韓

『ユ̈
翼
識

禁

嚇
擬

堰

諄

駐

軒

藤

計

囃
曇

ば試
・・」一だ
」
訴
孫
黒
い「ギ
「ス、作ｎ朴ヽり０こ冬１

襲
障総
書
謙
韓
一【Ｆ
蟷
韓
ゼ
虚
難

ド
犠
澄鞣い拙萎
妥
語
鷲
絆
し河
蘇
軽
ぃ

ね
ユ♂滞
哺鵜
はけで斡
中刊疎串聾
い
』」■
も
い雀
諄

認
十納
れ
ま
鍵
、輔
響
はいけ】が■
』「漱““̈
‐」．、口ぃ？

月も薔熟∬がはいヒ日もに■古′」「‐‐‐ョ　。‐．　。　　　四喝卜ヽ
′

い
［が
難
榊
料諷
聾
「訓
精
“義
票
」

絆
に
ヽ
ハ

エ
す
。
や

ｎ
で
よ
う
ヽ

う

バ
無

い
中

ニ
ギ

ｋ
「
。

諜
鮮
鮭
鞭
調
補
二ぎ
卜
穣
一籍
褐酸
．

力
れ山締
誕
訳」ご
孫
灘
獅
社
蒻
朴

ボ
韓
て
キ
於
ｔ
葺
ヒ
ス
ｈ
ｉ
す
。２
週
閣
に
な
ら
ヽ
ヒ
し
て
い
る
い
に
十
「

十
力
潟
ら
キ
、
し
ユ
Ｆ
「
ぜ
Ｋ
□
つ
て
い
ま
す
。
く
な
ぐ
ね
ｔ
「
で
」
は
伽
甲

一ド
〕
は
「
ｔ
れ
，卜
〒

Ｌ
デ
・、本
当

に
右
璧
一う
。
・テ
漁
晶
暉
い
ス
計
ｔ
ｏ
■
古
ド
、
平
智
Ｒ

廿
ン
ハ
主Ｐ
ｔ
閣
ｉ
ｔ
時
は
‥
」
■
ｔ
植
ぜ
く
な
つて
し
よ
い
ま
し
た
。
い
ま
だ

Ｌ
皓
ｏ
ら
ネ
な
い
、
■
ち
で
い
っぱ
い
ヽ
し
た
。一環
し
く
て
、１
し
ス
ち
ょ
っぴ
り

一刊
」〕
一
い
』
「
」
一ピ
］
］
『
寸
ン
の
性
の
土Ｐ
ヾ
韻甲
キ
たヽ
い
３
１
。′　
と
，ス
ｔ
ｔ

一鏑

聯

幹
Ｆ
要

―

て．増

ｉ

ｖ

発
轟
寺
鷲
詭

一̈―

合
年
中
（
“
毎
）
に
は
、去
番
八
十
年
Ｅ
大
Ｅ
晨
ｌ
■
７
た

ヽ
１
。

一半
”
啜

■
ン
は

デ
ィ
Ｌ
η
ｌ

ｌ

に
は

「
π
ｔ

　

Ｌ
ル

な
せ

「ヽ
点
擬
Ц
し
た

い
ヒ
日
常

て

い
ま

吉
。

▼
　
　
　
　
　
一種
革
ゝ

３
長
時髪
詳
ぶ
聾
』］電
い」恥
＝詳
締

し
い
〒
―プ
の
由
作
り
ｔ
喘
（
て
る
に
で
、Ｌ
ｌ
ｖ
Ｅ
よ
リ
ハ
「
年
は
〒
争
が

ｔ

Ｌ

な

る

ヽ

し
卜

■
。
「

よ
デ

）
卜

鶏

は

ヽ
で

、
出

来

そ

う

４

Ｒ

Ｔ

つ
Ｈ

に

こ
べ
■
ザ
，
―
で
叶
Ｑ
Ｌ
ｌ
ｙ
」
練

ろ
う
い
ほ
′
と
　
ｏ
コ
ピ
ー
で
ヽ
、二
ヽ

渕
君
ヒ
い
り
ｏ
Ｐ
代
ｎ
血
■
ｔ
　
ヒ
ミ
つ
て
ま
す
ｏ

▼
　

　

　

　

端
引
ち

士一
藤暉
翫
輔
隷
疑
■
足
道
ぎ
ぅな―
たわよ。「）色
帝

”
キ
＝
ふ
ど
ｔ
ド
に
ば
ら
な
く
つ
ち
や
な
―
っ
′。
（
ヤ
ミ
ｒ
ｈ
い
。
本
当
に
さ
、

『

Ｎ

Ｓ

Ｐ

ｏ
Ｆ

Ａ

ｒ

上

Ｌ

Ｙ

」

と

し

ス

は

　

ポ

し

，

　

と

辛

ｔ

怒

い
で

、
・
■

ｒ

一滞
ポ
』晒
盤ヽ
任
膊
論
謎
拠
岬
』慄

暉
ｍ難
蠅
椰
疑
掛
摯『郡
』

０
キ
れ
ヽ
だ

ｔ
見
ス
ト
Ｒ

い
た
′し
■
頭
張
「
ス
る
し
。
フ
イ

こヽ

Ｎ

Ｈ

Ｋ

（

シ

Ｌ
ｏ
ｏ
ｌ
ド

ぬ
±
２

■

ｔ

　

〓
暑

竹

節

「
い
得

ご

聟
ｕ
ぼ

ム
π

（
オ

Ｌ
Ｌ

■ヽ
ン
■
２
鳳
収
で
）、
何
朴
？
十
＾
人
と
こ
縄
∩
デ
‐レ
‐
プ
だ
ヽ
ヽ
で
明
ト

聾
ｕ質
悪
「オバ
ス『料麟
ギ
範
吹がよ
して嶺

藪
き
ゃ
‥

お
さ
ま
り
が
「
キ

まヽ
せ
た
ぜ
ｌ

χ
ｗ
、
だ
に
な
。
　

お
う
と
ヽ

ｔ
Ｒ
ち
が
出

ち
よ
っ
た
い
。

こ
私
朴
「ヽ
ｔ
刺
傘

ｔ

下
さ
い
林
。
相

得

Ｌ
ス
主

「
　

ソ
′ｔ

。
ま

た
含

た

′
十
二
ヽ
π

′ホ
０

■

レ

ぅ
（

し
よ
　
′

．
ヮ

お

鞣

靭

昇

雌

岨

感

曇

叫

督

薇

Ｆ

誕

生
。
一
申

王

卸
叩

む

「
ｔ

ハ
一
、
午

日

昨
曰

綱
柱
Ｌ
。
４

日

嗚
ｏ

朴
ち

民
Ｈ́

ｌ

ロ

ミ

■

果

党

で
休

点

長
。
　

休

志

八

た
は

某

て
い
て
し
、
実

際

吹

え
ユ
桜

１
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休
に
で
い
う
れ
ほ
い
の
よ
ね
。ユ要
轟
ヨい
相
牟
ｔ
し
な
‐■
メ
ば
Ｔ
ヽ
は
い
し
　
ｏ
少
し

て
ｔ
せ
望
”朴
け
な
い
よ
う
に
し
は
叶
ね
眠
な
ら
な
ぃ
し
、工恩
Ч不
足
．で
六
ふ
Ｌ
■
ヽ
．

■
ｔ
ぎ

黒

尋

Ｌ
ベ
ス
業

想

政

負

く
飯

に
■

自

く
鴫

，
ス
く
六
ゝ
が
ヽ

↑

Ｌ

は
一
末
１
・ビ
叶
で

‥
。
本
当

に
や
せ
ス
し
ま
う
ハ
ー
。

坐
天
霞
ャ
「
ス
一議
ム
ヽ
い
し
ヽ
？
。
ほ
ヒ
た
い
い
人
ポ
曇
”
へ
な
い
っ
た
い
て
　
。
大
た
た
で

よ
ね
。
■
ｔ
ｔ
、今
回
０
べ
晩
は
４
曰
間
で
った
け
ネ
ヒ
‥
鯖
様
■
〔し
く
過
で
し
た

に

で

す

。
資

＝
や

ら

桑

「
い
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ｔ

け

れ
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外
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ｔ

ほ

人

と

Ａ

壼
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に

な

っ
て

、
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ヱ

Ｔ
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リ
ォ
』
全
Ｗ
〓
ｔｎ
隠
ト̈
リ
オ
）
な
に
て
作
っ
ス
キ
、
気
が
卜
ｗヂ
ベ
）年
―
で
′■

ン
ギ
）
〒
　
．
ア
レ
は
ｔ
う
錢
で
林
．何
ヒ
ニ呂
わ
へ
よ
ヽ
と
、
一〓
に
と
匈
り
た
く
根

い
た
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ａ
痺
い
花
群
は
ヽ
だ
ｔ
に
。
１
件
ｔ
在
せ
時
は
、６
■
〔分
観
が
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い

崚河
ヾ
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試
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載馘粋
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何
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ｏ
ス
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跡
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坐
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句
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．
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体
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い
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Ｒ
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縫
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．ユ喬
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∩
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叩
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ｏ
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６
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ｉ
ｔ
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ｋ
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０
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ヽ
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ヽ
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Ｑ
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句
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∩

士
Ｐ
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。
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れ

膠

全
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Ｓ

Ｐ

（
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７
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資
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田
ヽ
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ま
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Ｑ
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ぬ

全
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Ｓ

Ｐ

Ｑ
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責

野
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９

ｔ

”
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時

間
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ハヽ
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ソ
オ
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ち
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仁
車
中
■
ｔ
ｕ
く
ぬ
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一Ｔ
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し
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騨

Ｐ
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．
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％
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朴
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督
滋
、
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ヒ
」
い
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オ
Ｒ
Ｆ
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が
、
３。
に
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ｔ
∞
に
は
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ｔ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
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こ
で
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モ
式
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発
っ、僣
■
ふ
■
ｏ″ｔ
や
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て
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い
ｔ
Ｔ
Ｖ
■
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し
た
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ス

六

朴
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、Ａ
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ユ
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Ｓ
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螺
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∩
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〒
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熱
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Ｒ
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叫
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４
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５
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廿
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悽
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．
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て
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臨
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幌牌鰹
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詠
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、
古‐十で、術朴
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批
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鴫
＝
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響
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暴
認
ぎ
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う
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ド

一半
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Ｒ
Ｎ
Ｎ

ぬ

「
７
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い
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Ｓ

Ｐ
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′ヽ芭

呻
Ｊ
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Ｋ
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Ｎ
ヮ
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「
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葛

ぉ
．
Ｊ
Ｔ
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」
い
未
来
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＋
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虫
■
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朴
六
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ま
す

ド
バ
ち
古
■
は
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げ
π
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．
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ち
ヽ
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辞
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試
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６
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０
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Ｒ
Ｔ
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Ｏ
π
於
り
ま
ｔ
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ｔ
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∩
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Ｑ
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Ｆ
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Ｎ
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Ｐ
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∩
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Ｓ

Ｐ
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Ｑ
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Ｑ
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Ｆ
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ｔ
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